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川村敬老会

平
成
何
年
度
の
玉
川
村
敬
老
会
が

9
月
初

日
、
た
ま
か
わ
文
化
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
招
待
さ
れ
た
巧
歳
以
上
の
方
々
は

8
2

4
名
で
、
昨
年
に
比
べ
る
と
川
名
多
く
な
り

ま
し
た
。

敬
老
会
で
は
、
車
田
村
長
の
式
辞
に
続
い
て

特
別
記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、
夫
婦
で
印

歳
を
迎
え
ら
れ
た
け
組
の
ご
夫
婦
に
、
そ
れ

ぞ
れ
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

平成16年10月広報たまかわ

824名の長寿を祝う

乎成16年

2 

2
0
0
名
が
健
脚
競
う

第
6
回
福
島
空
港
玉
川
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

9
月
白
日
に
福

第

6
回
福
島
空
港
玉
川
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、

島
空
港
公
閣
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
れ

で
も
県
内
外
か
ら
約
1
，

2
0
0名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
出
場
、
心
地
よ
い

汗
を
流
し
ま
し
た
。

マ
ラ
ソ
ン
大
会
は

2
凶・

3
M
・

5
M
・
日
加
の
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー

ス
、
全
口
部
門
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
親
子
で
参
加
す
る
部
門
は
、

親
と
子
が
仲
良
く
手
を
つ
な
い
で

走
り
、
励
ま
し
合
い
な
が
ら
、
ま

た
時
に
は
笑
顔
を
見
せ
な
が
ら
と

微
笑
ま
し
い
光
景
が
見
ら
れ
ま
し

た。
出
場
選
手
は
、
沿
道
の
盛
ん
な

声
援
を
浴
び
な
が
ら
、
自
然
豊
か

な
玉
川
路
を
走
り
ぬ
き
ま
し
た
c

今
回
出
場
さ
れ
た
選
手
の
皆
さ

ん
に
は
、
入
賞
の
各
賞
は
も
ち
ろ

ん
、
他
に
も
健
農
賞
や
ラ
ッ
キ
ー

ゴ
l
ル
賞
、
ふ
み
賞
な
ど
の
様
々

な
特
別
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
抽
選
で
福
島
空
港
発
着
の
往

復
航
空
券
も
贈
ら
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
同
じ
空
港
公
園
で
2

敬
老
会
終
了
後
に
は
、
お
待
ち

か
ね
の
、
村
内
の
各
種
団
体
に
よ

る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
大
正
琴
の
演
奏
や
ス
ポ
ー

ツ
民
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
数
々
の

芸
能
が
披
露
さ
れ
、
会
場
か
ら
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

敬
老
会
で
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
と
福
島
氏
報
社
の
主
催
に
よ

る
金
婚
夫
婦
表
彰
式
も
行
わ
れ
、

口
組
の
ご
夫
婦
に
表
彰
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
村
の
敬
老
会
に
先
立
ち
、

出

5
に
は
た
ま
か
わ
荘
で
も
敬

老
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

施
設
内
で
行
わ
れ
た
敬
老
会
で

は
、
川
辺
小
児
童
な
ど
に
よ
る
三

味
線
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
る
な

ど
、
入
所
者
は
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

0
0
4
う
つ
く
し
ま
ふ
く
し
ま
空

港
空
の
日
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
ウ
ル

ト
ラ
マ
ン
シ
ョ
ー
や
紙
飛
行
機
飛

ば
し
大
会
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

が
催
さ
れ
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
と
併

せ
て
空
港
公
閣
は
終
日
賑
わ
い
を

み
せ
て
い
ま
し
た
。

喜びの表彰式

親子の部のゴーjレの瞬間です

大勢の人で賑わった空の自フェスティパル

い
ざ
と
い
ろ
時
の
た
め
に

ー
川
辺
小
で
避
難
訓
練
|

たまかわ荘の敬考会

川
辺
小
学
校
で
は
、

9
月
訪

日
に
不
審
者
侵
入
を
想
定
し
た
避

難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

教
職
員
と
兇
童
が
、
不
審
者
が

侵
入
し
た
場
合
の
対
応
の
仕
方

と
、
迅
速
な
行
動
・
避
難
の
仕
方

を
学
ぶ
と
と
も
に
、
不
審
者
に
対

す
る
防
犯
意
識
を
高
め
る
た
め
に

と
行
い
ま
し
た
。

訓
練
は
、
不
審
者
が
ナ
イ
フ
を

持
っ
て
児
童
昇
降
口
よ
り
侵
入
し

た
と
い
う
想
定
の
も
と
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
不
審
者
が
教
職
員
の
制

止
を
振
り
切
っ
て
校
舎
内
に
入
る

と
、
各
教
室
で
は
入
口
の
鍵
を
掛

け
、
教
室
の
片
す
み
に
移
動
。
不

審
者
が
更
に
廊
下
を
進
み
、
教
室

に
入
ろ
う
と
す
る
と
、
児
童
た
ち

は
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
か
ら
外
に
避
難

し
、
安
全
な
場
所
へ
と
移
動
し
ま

し
た
。
児
童
た
ち
は
皆
真
剣
な
表

情
で
訓
練
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

訓
練
終
了
後
は
、
体
育
館
で
全

体
集
会
が
行
わ
れ
、
避
難
の
仕
方

の
再
確
認
、
注
意
、
反
省
点
な
ど

が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
訓
練
で
不
審
者

役
を
演
じ
て
く
れ
た
の
は
、
地
一
河

川
辺
の
区
役
員
の
皆
さ
ん
で
し

た。

不審者が侵入しました

走って避難する児童

3 
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福
島
空
港

大
阪
線
、
が

5
便
に
増
便

ま
器

が
ん
ば
っ
た
人
に

O

各
種
大
会
で
上
位
入
賞
を
果
た

す
な
ど
、
大
活
躍
し
た
皆
さ
ん
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

第
引
回
石
川
剣
道
連
盟
大
会

(
9
月
5
日
開
催
)

{
団
体
・
小
学
生
}

3

位
玉
川
少
年
剣
友
会

{
同
・
中
学
生
男
子
}

優

勝

須

釜

中

学

校

{
個
人
・
小
学
4
年
生
以
下
}

優

勝

小

針

葵
(
玉

二

{
再
・
小
学
5
年
生
}

3

位
真
野
目
務
(
須
釜
)

{
向
・
小
学
6
年
生
}

3

位

小

針

静

(

玉

二

一
同
・
中
学
2
年
生
女
子
}

3

位

小

針

舞

(

泉

)

第
初
田
中
体
連
石
川
支
部
駅
伝

競
走
大
会

(
9月
8
日
開
催
〉

{
総
合
・
男
子
}

準
優
勝
須
釜
中
学
校

{
区
間
・
男
子
}

1
区
・

1
位

伊

東

力

(

泉

)

同
・

3
位
塩
津
祐
成
(
須
釜
)

2
区
・

3
位
須
田
仁
幸
(
同
)

3
区
・

2
位
宗
形
大
地
(
同
)

4
区
・

2
位
石
森
大
地
(
向
)

5
区
・

2
位
野
本
昂
史
(
同
)
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{
区
間
・
女
子
}

1
区
・

3
位
小
針
春
香
(
泉
)

2
区
・

2
位
一
一一
輪
葉
月
(
同
)

5
区
・

1
位
園
井
裕
樹
(
同
)

中
体
連
石
川
支
部
新
人
総
合
体
育

大
会

(
9
月
お
日
開
催
〉

{
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
女
子
}

優

勝

泉

中

学

校

3

位
須
釜
中
学
校

・
卓
球

{
男
子
・
団
体
}

準
優
勝
須
釜
中
学
校

3

位
泉
中
学
校

{
男
子
・
シ
ン
グ
ル
ス
}

3

位

矢

吹

涼

(

須

釜

)

{
男
子
・
ダ
ブ
ル
ス
}

優

勝

小

林

裕

也

溝
井
貴
晃
(
泉
)

準

優

勝

草

野

寛

生

員
野
日
雄
樹
(
須
釜
)

3

位

三

輪

健

太

岡
部
貴
紀
(
泉
)

{
女
子
・
団
体
}

3

位
須
釜
中
学
校

{
女
子
・
シ
ン
グ
ル
ス
}

3

位
宗
形
美
咲
(
須
釜
)

・
柔
道

{
男
子
・
民
同
級
}

I
B
E
X
エ
ア
ラ
イ
ン
ズ
の
福

島
空
港
と
大
阪
・
伊
丹
空
港
を
結

ぶ
定
期
路
線
が
日
月

1
日
開
設

さ
れ
ま
し
た
。
同
社
で
は
午
前
と

午
後
に
そ
れ
ぞ
れ
1
使
ず
つ
運
行

し
ま
す
。

現
在
福
島
空
港
で
は
、
大
阪
使

は
3
便
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

一
気
に

2
便
増
便
さ
れ
、

5
便
体

制
に
な
り
ま
し
た
。

福
島
空
港
で
行
わ
れ
た
記
念
式

典
で
は
、
同
社
の
戸
塚
社
長
が
出

席
し
、
角
田
助
役
ら
と
と
も
に

テ
l
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
新
規
開

設
を
祝
い
ま
し
た
。

運
行
さ
れ
る
機
体
は
印
人
乗

り
の
小
型
ジ
ェ
ッ
ト
機
で
、
福
島
・

大
阪
間
を
約
1
時
間
で
結
び
ま
す
。

優
勝
佐
久
間
慶
介
(
泉
)

{
同
・
印
同
級
}

準
優
勝
石
森
朔
也
(
同
)

{
{
同
・
m
h
m
級
}

準
優
勝
神
山
武
史
(
向
)

{
同
・
卯
惚
級
}

準
優
勝
草
野
裕
樹
(
同
)

{
女
子
・
団
体
}

3

位

泉

中

学
校

{
一
時
・

M
h
m
級
}

準
優
勝
佐
藤
秀
美
(
同
)

{
問
・
閉
山
同
級
}

準
優
勝
大
竹
さ
く
ら
(
同
)

(
中
学
生
の
優
勝
者
・
チ

l
ム
を

何
ペ
ー
ジ
に
紹
介
し
ま
し
た
)

喜三貴重態資料老寄贈言三三
この度、中高の佐藤忠ーさんより、村と玉川第一小学校

に、村の歴史上、大麦貴重な資料が寄贈されました。

玉一小へ寄贈されたのは、当時の小高中学校第3代の校

長、牧頼元氏により書かれた掛け軸で、早速校長室に掲げ

られました。また、村へ寄贈されたものは、村史にも掲載

された縄文土器、土偶の頭部など歴史上大変賓重な資料で、

こちらは玉)11ふるさと館に展示されました。

就航を祝った記念式典

一 一寸-Tぬ吋叩 ト時戸内一一一
議議臨時麗討論 繍~ 主 元気に運動会話芸 ! 

さわやかな秋空のもと、 9月 11日に泉保育所、 9

月 18自にはいずみ・すがま両幼稚園で運動会が行わ

れ、子ども達が、この臼のために練習してきた数々の

競技、演技を元気いっぱい披露しました。親子競技で

は、お父さん、お母さんと一緒にうれしそうに競技す

る子ども達の表情が、とても印象的でした。

4 

務

暴露

協

鐙

喜重

傷

題

鐙

11 
経

理

怒

盟

諸

喜襲

警譲

盤

鎗

盤

忽

蕗

鐙
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飯課後児童クラブ便υ
先月号に続き、放課後児童クラブの今の様子を

紹介します。

放課後児童クラブが開設されて半年。子ども達

の‘「ただいまJrさようならjの元気いっぱいの今
あいさつは、毎日変わらずに響いていますら宿題

えて、自分達の好きな“あー

る時の姿はいとても生き生:
月に一度のお楽bみ会や行;
好きなお菓子が盛り沢山で、

毛め{琶の笑顔が見られます《

などよ三楽ιC¥行事がし1つ;ぱ(
抗力、百志、 d子ども達が安全(

ごせる環境を提供しじクラ!
ることができるようエ夫す，

Eの課題でもあります。日d
長していければと患います《

三放課後児童タラブ指導i

寄贈された土器など(前列中央が佐藤さん)

玉-;J¥(こ寄贈された掛け軸(後方)

広
，
)



華
麗
な
技
を
競
う

ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
東

北
大
会
が
9
月
5
日
、
小
高
の
河

川
敷
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

東
北
各
県
か
ら
約
印
人
が
エ

ン
ト
リ
ー
し
、
レ
ベ
ル
ー
か
ら
レ

そ
し
て

F
3
C
と
そ
れ

ベ
ル

4
、

ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
操
作

技
術
を
競
い
ま
し
た
。

当
日
は
雨
の
中
で
の
競
技
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
{
由
返

り
や
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て
の
オ
ー

ト
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
高
度

な
技
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

、

開
総綴働闘際機

販

際

援

線

網

目

暢

織

擁

鯵

縄

線

鶴

鱒

磁

・

・

m
m
鱒

鴎

鱒

掲

揚

務

関

観

務

陸

艇

績

白

楊

磯

鋭

m
m
磁

騎

鎚

縦

揺

繍

簸

鑓

線

網

溺

標

銀

路

線

機

務総総務

側

礎

織

機

磁

鵬

駒

脳

陣

抱

舗

m
m
織

場

開

胸

環

磁

務

総

務

務

総

線

網

制

調

m
m
扱
・
m
m糊
隠

務

総

緩

瞬

窃

織

鵜

鶴

鵠

鵜

沼

綴

・

聞

空
港
で
二
人
展

9
月
1
日
か
ら
お
日
ま
で
、
福
島

内

空
港
の

3
階
ロ
ビ
l
内
特
設
会
場

刊

で
、
本
村
岩
法
寺
の
川
田
正
裕
さ

日

ん
と
鏡
石
町
の
小
林
五
郎
さ
ん
に

…

よ
る
二
人
展
が
関
か
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
新
緑
の
奥
入
瀬
や

村

田
園
風
景
、
乙
字
ケ
滝
な
ど
が
描

刊

か
れ
た
多
数
の
作
品
が
展
示
さ

…

れ、

空
港
を
訪
れ
た
方
々
は
足
を

山

止
め
、
す
ば
ら
し
い
作
品
の
数
々

弱

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

磁場

9
月
幻
自
に
、
た
ま
か
わ
文

…

化
体
育
館
で
福
島
県
家
庭
劇
場
が

日

開
か
れ
ま
し
た
。

日

出
演
は
「
オ
ペ
レ
ッ
タ
劇
聞
と

れ

も
し
び
」で
、
シ
ン
プ
ル
プ
レ
イ

…

で
2
の
寓
話
劇
(
ふ
た
つ
の
は
な

日

し
)
と
題
し
、
「
う
ぬ
ぼ
れ
う
さ
ぎ
」

仰

と「
3
び
き
の
こ
ぶ
た
」
を
上
演
し
M

ま
し
た
。

当
日
は
川
辺
小
、

玉
一

小
、
須

四

釜
小
の
児
童
は
も
と
よ
り
、
幼
稚

日

闘
の
児
童
な
ど
も
多
数
訪
れ
、
生

ケ
;
:
:
麟
;
;
;
;
;
:
:
鯵

き
た
オ
ペ
ラ
を
を
楽
し
み
ま
し

一

た。 オ
ペ
ラ
劇
を
楽
し
む

交通安全を願って鼓笛パレード
玉)11第一都学校児童による交通安全鼓笛バレードが、松の

全盟交通安全運動実施期間中の9月24日に行われました。
当日は、役場付近の村道を様々な曲を演奏しながらパレー

ドし、地域の方々に交通安全を時びかけました。

沿道には父兄や地域の方々が大勢詰めかけ、最後まで盛ん

な拍手を送っていました。

地
元
を
き
れ
い
に
!

奉
仕
作
業
で
コ
ミ
拾

玉川村少年剣道大会
今年で33回目となる玉川村少年剣道大会が、 9月 19目、た
まかわ文化体育館で行われました。同大会は、玉川村青少年育成

村民会議などの主催によるもので、県内各地から団体の部に43
チーム、個人の部に 166人が出場し、日頃の稽さの成果を競い

ました。

結果は、団体中学生女子の部で、泉・須釜両中学校が、共に3
位入賞を果たしました。

空港展明Aで交、富安全器願祭三巴ロ Xlf!!京 管TldtJt宗

秋の全国安通安全運動を翌日に控えた9月20目、福

島空港南側の展望台で、支通安全祈願祭が行われました。

空港西線のトンネルでの死亡事故が多いことと、玉)11

村全体を見渡せる高台であるとのことから、同展望台を

会場に行ったもので、車由村長をはじめ多くの方が出席

し、~通安全を祈願しました。

特別賞を受賞

わ

P

体

だ

遂

行

N

毘

全

た

s

で

、

る

保

し

山

市
る
司
J

い
の
ま

川

島

れ

北

で

緑

り

引

福

さ

し

ん

;

な

同

に
成
ま
組
乱
と

費

!

日
溝
し
り
引
賞

村

川
辺
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
日

間
沢
一
芯
耕
一
明

…
月
1
日
に
川
辺
の
各
地
で
奉
仕
作

内
…
都
駅
一
湖
山
一
二

業
を
行
い
ま
し
た
。

一
山
一
酬
明
一
宮
山

一

朝
早
く
か
ら
多
く
の
会
員
が
参

一時附

M
E
U
い
比
四

ω

一
加
し
、
川
辺
沖
駅
の
周
辺
や
八
幡

主
川
一
プ
護

l
力

調

M
E
新
保
、
動

日
神
社
、
円
通
寺
な
ど
の
ゴ
ミ
拾
い

賞

¥

夢

の

て

吉

箆

↑

大
て

1
境
の
白

日
や
草
む
し
り
な
ど
を
行
い
ま
し

の
中
日
比
環
も
創

l

'
S

り
の
土
犬
山
る

語
た
t

M
ベ
蹴
一
回
開
龍

一

円
通
寺
で
の
奉
仕
作
業
は
、

6

似
た
印
富
賠
く

日
名
の
方
々
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま

0
し
人
大
じ
な

鰐

陀

ま

法

問

ど

で

M

し
た
。
境
内
や
周
辺
を
ほ
う
き
な

れ

O

!

3
3
5
…
ど
で
丁
寧
に
掃
き
掃
除
し
、
き
れ

日
い
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
学
法
石
川
高
校
の
生
徒

はばたけ21夢飛行
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今
年
の
出
来
は
上
々

輔

村
の
特
産
品
で
あ
る
サ
ル
ナ
シ

…
の
実
が
収
穫
の
時
期
を
迎
え
ま
し

同
た
。収
穫
は

8
月
の
末
か
ら
始
ま

川
り
、

9
月
い
っ
ぱ
い
行
わ
れ
ま
し

…
た
。
今
年
の
出
来
は
、
粒
は
や
や

同
小
さ
い
も
の
の
、
な
か
な
か
の
出

問
来
と
の
こ
と
。

韓鯵輯

際

織

機

購覇璃

サ
ル
ナ
シ
は
ド
リ
ン
ク
、

ン
な
ど
の
ほ
か
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム、

1
0
0
%
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
に

加
工
さ
れ
、
庖
頭
に
並
び
ま
す
。

ま
た
、

生
食
用
に
も
出
荷
さ
れ
、

こ
ち
ら
も
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

ワ
イ

も、

mw
月
2
日
に
各
地
で
清
掃
、

ゴ
ミ
拾
い
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

同
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

は
、
毎
年
全
校
生
が
参
加
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
養
う
こ
と

と
、
地
元
へ
の
奉
仕
を
目
的
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
集

合
し
、
班
ご
と
に
分
か
れ
て
、
道

路
や
側
溝
な
ど
に
捨
て
ら
れ
た
ゴ

ミ
や
空
き
缶
な
ど
ひ
と
つ
ひ
と
つ

丁
寧
に
拾
っ
て
い
ま
し
た
。
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晴典 喜美

新
成
人

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平成16年10月

平成16年度の文化講演会は、次の日程により開催されま
す。今年は落語家の三笑亭夢之助さんを迎えて、「人生は面

白くそして楽しくJと題し、落語家の修行の厳しさ・人の心
のつかみ方・笑いのネタの探し方など、バラエティー豊か

なエピソードを語っていただきます。

入場は無料です。ただし入場整理券が必要となりますの

でご注意ください。

ー日時 11月11日(木)
午後6時30分(午後6時開場〉

画場所たまかわ文化体育館

ー定 員 950名〈定員になり次第締め切ります)
圃入場整理券配布場所

役場窓口-須釜支所・教育委員会・公民館

圃問い合わせ玉川村教育委員会合57-4633

三笑亭事之回さ九ガsやってきます!
~人生は面白くそして楽しく~

平
成
何
年
の
成
人
式
は
、

1
月
9
臼
(
臼
)

に
マ

l
ヴ
工
ラ
ス
末
広
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

新
し
く
成
人
を
迎
え
ら
れ
る
方
々
は
次
の

と
お
り
で
す
が
、
名
簿
に
載
っ
て
い
な
い

方
、
ま
た
村
外
に
住
所
が
あ
っ
て
も
故
郷

で
成
人
式
を
迎
え
た
い
方
は
、
教
青
委
員

会
に
什
月
初
日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

広報たまかわ
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衣

博

之
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奈
津
美

愛

美

浩

子

浩
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美

加

恵
理
子

陸裕
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吉広香
保

司之 j間仁充里柏、

和正

悠尚子博章道

落語家

平成16年の成人式から

和祐 理英

宏子恵樹

時/

/1-':'〆

圭広

平成17年度に村立幼稚園へ入園を希望する幼児を、次に

よリ募集いたします。

申し込みをされる方は、入園を希望する幼稚園にて、印鑑

を持参のうえ手続してください。

圃対象幼児

・いずみ幼稚園(定員120名〉

〈平成11年4月28から

平成12年4月1日までに生まれた幼児〉
・すがま幼稚園(定員100名)
〈平成11年4月2日から

平成13年4月1日までに生まれた幼児〉
圃受付期間

10月22日(金)から11月12日(金)まで

時間は午前98守から午後4時まで(土-日曜日、祝日は除く)
圃受付場所各幼稚園

圃その他

現在すがま幼稚園に入園されている4歳児で引き続き入園
される方は、手続きは不要です。

~問い合わせ 玉川村教育委員会

国立宮古海上技術学校では、次により平成17年度の生徒
を募集します。

極募集人員本科生40名(修業年限3年関)
圃受験資格

・平成17年4月18現在満15歳以上の方
・中学校卒業者、もしくは中等教育学校の前期課程を修了

した方(見込み含む)

圃募集期間

①推薦入試:平成17年1月7日から248
②一般入試:平成17年1月78から2月88
圃試験日

①推薦入試:1月278

-問い合わせ

宮古海上技術学校教務課 fiO 1 93-62 -531 6 
岩手県宮古市磯鶏2丁目5番10号

集

平成17年度生徒募集

②一般入詰 :2月13自

fi57-4633 

第18回の玉川村長杯ゴルフコンペが次のとおり開催され

ます。参加を希望される方は村公民館までお申し込みくださ

い。

~開催自

画時 間

防衛庁自衛隊では、次によリ自衛隙生徒を募集します。

画採用予定数

①陸上自衛隊:高~250名

②航空自衛隊:約50名

画応募資格

15歳以上17歳未満の男子

(昭和63年4月2日~平成2年4月1日までに生まれた男子)

圃受付期間

平成16年11月1日から平成17年1月11日まで

圃試 験

第1次試験:平成17年1月15日(土〉

圃試駿場所 白河地域職業センタ…

(変更になる場合があります〉

置問い合わせ

自衛隊福島地方連絡部白河募集事務所

fi0248-24-0372 

画開催場所

圃競技方法

・18ホール・ストローク・プレー

・スルーザーグリーンオール6インチ

・新ペソア方式(向ネットの場合は年齢)11買〉

画会 費 3，000円(プレー費、売j苫等は各自)

画表彰式マーヴェラス末広

~その他 スター卜30分前までに受付を済ませてください。

圃申込期限 10月29日(金)

村長杯ゴルフコンペ出場者募集

平成16年度、自衛隊生徒募集

②海上自衛隊:約60名

11月7日(日) 雨天決行

集 合:午前?時15分

スタート:午前7時46分

福島石川力ントリークラブ

平成16年10月広報たまかわ
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広報たまかわ平成16年10月

今年、玉川村内で発生した火災件数は、 8月末で 12件、
昨年同時期より5件増加しています。

これからの季節、空気が非常に乾燥し火災が発生しやすく

なります。火を使う機会が多くなる季節ですので、~の取り

扱いには十分注意しましょう。また、近年の火災傾向で、出

火原因が f放火JI放火の疑いJによるものが多数発生して
います。各家庭にて、「家の周りを明るくするJI燃えやすい
ものを家の周りに置かないj等の放火されない環境をつくり

ましょう。

〈住宅防火 いのちを守る 7つのポイント (3つの習慣・

4つの対築)}

ー3つの習慣
①寝たばこは、絶対にやめる。

②ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。

③ガスコン口などのそばを離れるときは、必ず火を消す。

画4つの対策

①逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。

②寝異や衣類からの火災を訪ぐために、防災製品を使用する。

③火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設聾す

る。

④お年寄りや体の不自由な人を守るために、近隣所の協力体

制をつくる。

「職場の労使ト;ラヲ'JfI栂議会j;のf

お知5せ

福島県地方労働委員会では、次により出張相談会を行いま

す。賃金や労働条件等をめくる労使閣のトラブルについて、

労働者、使用者を問わず相談を受け付けますので、どうぞご

利用ください。なお、費用は無料です。

園田時 11月14日(白〉 午後1時から4時
園会場 ショッピングモール・フェスタ2階

フェスタ催事場(郡山市日和田町〉

~問い合わせ

県地方労働委員会事務局 ft024-521-7594 
(県中地方振興局との共催です〉

11 
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の
会
話明説整

川ー
調
川せ

宋
川B

年

知

分

お
年6一一人成平

社長さん あなたの義務です 労働保隙

労働保険(労災保険・雇用保険〉は、労働者が労働災害や失

業したときに必要な保喰給付を行い、生活の安定・社会復帰

や再就職の促進・雇用機会の増大等を圏ることを目的として、

政府が管理・運営している強制的な保険制度です。

平成16年分の年末調整説明会を次により開催します。
働日時・場所

①11月16日(火) 午後1時30分-----3B寺30分
場所 :石川町共同福祉施設

対象石川郡内の徴収義務者

②11月17日(水) 午後 1 時30分~ 3 時30分

場所:須賀川市労働構祉会箆

対象:須賀川市・岩瀬郡内の徴収義務者

どちらか都合の良い日にご出席いただいて結構てのす。

割問い含わせ

須賀川税務署法人課税部門包0248-75-2419

事業主のみなさん、加入手続きはお済みですか

加入手続きを怠っていた期間中に、労働災害が生じ、労災

給付を行った場合、遡及して労働保険料を徴収するほか、労

災給付に要した費用の一部を徴収することとなっています。

労働者を一人でも麗用していれば、加入しなければなりません

手続きがお済みでない事業主の方は、最寄りの労働基準監

督署・ハ口一ワーク(公共職業安定所〉又は労働保険事務組合

(労働保険の事務を代行する団体で、商工会等があります)に

おたずねください。

画面問い合わせ

福島労働局労働保険徴収室 ft024 -536 -8800 

自賠責保険ー共済の期限I~切れていませんか

自賠責保険・共済は、万一の支通事故の際の基本的な対人

賠償を目的として、原動機付自転車を含むすべての自動車に

加入が義務付けられている保険・共済です。特に車検制度の

ない原動機付自転車.250cc以下の軽二輪自動車は、期限

切れ、かけ忘れにご注意ください。

自賠責制度の詳しい内容は、ホームページで。

http://www.iibai.jp 

フレーフレー・テレフォンが、育児・介護・家事代行など

の情報を提供します。

自画相談・情報の内容

①育児情報

保育所・幼稚園・保育サボーターなど

②介護情報

高齢者向け福祉サービスなど

①家事代行情報

家政婦(夫)紹介所・家事代行サービスなど

インターネットでも情報をご覧になれます。

http://www.2020円et.jp
~フレーフレー・テレフォン福島 ft024-524-2020 
8面相談碍閤 月曜日から金曜日(祝日除く)

午前9時30分から午後4時30分

ドライバーのみなさん、クルマの日嘗点検、

定期点検を行なっていますか

国土変通省では、関{系省庁、自動車関係団体の協力を得て、

10月の1ヶ月間を重点、期間とし、「自動車点検整備推進運動J
を全国的に展開しています。

皆さん、日常点検や定期点検をきちんと行なっていますか。

クルマの部品は、走行や時間の経過に伴い、劣化しています。

しかし、日頃こまやかな点検を行なっていれば、運転中のト

ラブルの多くは回避できます。クルマに注がれる愛情は、ク

ルマを守るだけでなく、人の命や環境も守ることにつながり

ます。

東北運輸局福島運輸支局 包024-546-0342
福島県自動車点検整備推進協議会宮024-546-3451

き6.....6.;9リーンセンター見学会
:のa3知5せ

石川地方のごみのリサイクル施設である「きららクリーン

センタ-Jでは、次のとおり施設見学会を開催します。
ご家庭から5種17種類に分別されたごみのリサイクル工
程や、工場内を見学することができます。また、当日、リサ

イクjレや環境に関するイベントを開催しますので、多数ご来

場ください。

ー日時 11月7日(臼〉 午前10日奇から午後3時
圃場所 きららクリーンセンター

石川町大字山形字大下510
樹イベントの内容

の鈴木寛総画展

②風力や太陽光などの新エネルギーコーナー

③「とんぼ玉(ガラス工芸〉を作ろうjコーナー

④エコ製品・リサイクjレ製品の作成、展示即売

⑤ア リーマーケットコーナー など

圃問い合わせ

きららクリーンセンター ft26-7500 

標準営業約款制度 i\~$;;iマークj

をご存知ですか

F一一一一一ー¥
る 可

厚生労働大臣認可

標準営業約款・ Sマーク

標準営業約款制度は、法

律で定められた消費者〈利

用者〉擁護に資するための

制度です。厚生労働大臣認

可の約款に従って営業する

ことを登録した、「理容活」

「美容庖JIクリー二ング庖J
では、庖頭にSマークを掲
げています。登録j苫は、技

術・衛生-安全を約束する

信頼できるお屈です。

ー瞬間い合わせ

(財)福島県生活衛生営業指導センタ-

ft024 -525 -4085 

ハU



平成16年10月広報たまかわ

保守'"t

【シリーズ思春期保健(小学生編)ol

~. !A. ¥，ごFすl本場t

叫警

平成16年10月

25日(月)

-・保

..........・・保

国国司直}の健康ごよみ

4動

3歳見健診・・・・・-

午後1時~
子膏て何でも相談日・

午前9時~午後4時

ー10月
22BC金)

広報たまかわ

搾持レ

26日(火)
27日〈水)

閉自のあなたを考えて…

年金はあなたが主人公です

11月6日から 12日は年金週間です

社会保険庁では「いい老後jにちなみ、毎年 11月6巴か

ら12日を年金週間と定めています。
近年、平均寿命がますます伸びてきています。長寿は大菱

喜ばしいことですが、少子化時代には、長い老後生活の保揮

を、自分の子供に頼るだけでは万全とは言えません。また、

貯蓄などを備えることも大切ですが、将来の経済社会がどう

なっているのか、そして、白分が何歳まで生きて、どれくら

いの備えが必要なのかは、誰にも分かりません。

こうしたことから、社会全体で老後を支える仕組みである

園民年金など、公的年金の果たす役割はますます大きくなっ

てくるわけです。

公的年金は、将来の経済社会がどのように蛮わろうとも、

やがて必ず訪れる長い老後の収入確保を約束できる唯 のも

のなのです。

ぜひ、この機会に年金は自分自身の将来の問題と受け止め、

「年金制度Jに対する理解を一層深めていきましょう。
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40 

29BC金)

31日(日)

短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集

村
公
民
館

誌にも その他
ヰ自官長しない

誰仁も相談しないと答えた兜輩がいることが気になり

ます。精通について知っていると答えている勇害児童の

割合が 12.5%しかいないことから、女与の月経と合わ
せて精通に関する指導がi必要ではないかと考えます。二

次性徴については個人差が大きいことからも、小学校

4年主力、ら男女共に[思春期の体の変fじjなどについて
の擾業展開をl必ず実施できるよう配慮する助要がありま

す。

家族生先友遠

30 

20 

10 

。

1歳児お誕生相談会・...............保

午後1時~
風諺予措接種・.....................保

午後O 時45分~1 時15分
すくすくクラブ・・・..........・・・・・・・保

午前10時~
機能訓練・・....................・・・・保

午前10時~
3~4 ヶ月見様診・・..........・・・・・・公

午後 1 関30分~2時

子育て伺でも相談日・・・・・・・・・・・・・・・・保

午前9時~午後4時
保健センター健康教室・..........・・・保

午前9時30分~

公立岩瀬病践公保健センター

噴射11月

5BC金)

9日(火)

11日(木)

16BC火)

17日(水)

22自(月)

26日(金)

f泉

弘 議乙日
ι 

， 一Jみ急

社会保険事務所出張相談日程表

雄
子

18日(木〉 10: OO~ 11月

15: 00 
12月 168 (木)

年金の受給手続など、お気軽にご相談ください。
※年金手帳、基礎年金番号通知書をご持参ください。

寄付ありがとうございます

下記の方々から社会棺祉活動資金として寄付

をいただきました。厚く御礼申し上げます。

(村社会福祉協議会)

さんから

さんから

10，000円

男

浩

ヲ¥蒜 生の柳沼

岩法寺の吉田

玉)11スポーツ弐踊会より

さ
る
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し
俳
句
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九
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会
詠
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二
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目
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し
の
子
の
掌
や
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さ
我
の
雲
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り
し
子
の
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具
を
子
L
を
り
夏
終
る

撫
子
や
吾
子
を
抱
き
し
ほ
つ
れ
髪

ま
た
一
つ
よ
は
か
重
ね
し
萩
の
月

お誕生おめでとうございます!

(9丹届出分)

保護者名

1五期

純

輿造

賢

和

広

合月は、男三子児童の精通についてお侶えします。

調査では、精通をむかえたと答えた児藁は男害全体の

5.0%でした。精通をむかえた学年別の割合はは4年生
1.3%、5年生 1.3%、6年生2.5%となっています。
さらに、精通をむかえたとき誰に棺談したかという質

問では下記のような結果となりました。

徳

た
太
と
斗
さ
樹
ま
真
か
香
ぉ
央

名氏刺
伎
山
川
拓
日
社
同
日
付
知
U
和

門口

U
i
J
 

生

藤

内

藤

津

湾

出

佐

近

伊

塩

塩

地区名

JII 辺

南須釜

北須釜

献血・・・・・・・・・・・・・ e・・・・..........役場

育児教室・・・・....................・・保

午後1碍30分~
保健センター健康教室・..........・・・保

午前9時30分~
夢けあるけ鑓康家族大会・・・・文化体奇麗

午前10時~

(9月届出分〉

世帯主名

トミヨ

者

トミヨ出

死

塩

地区名

岩法寺

1告雄義田1/ 

// 

日
Eムー
す 口
ぞJIIl四j土新回

目立報への揚載を希望されない場合は、窓口への届け出の擦にお申し出ください。

信常判叫

言字

村のようす
(16年 10月1日現在〉

今月の納税1.929戸(十2)惇F
第4期分
第2期分

国民健康保険税

固定資産税

7.608人(-7) 針

川

幸

e
A

仁
由
記

春
草笛

真
知華

美
枝

仁
美

2) 3.772人(

12 

公
[納期限は10月25 月)です。忘れずに納めましょう}

J撃ゑh

3.836人(-5) 

13 
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お祭りワッショイ h一一
泉保育所でお祭り逗っこ
泉保育所の子ども達によるお祭りごっこが、 10月6日に

行われました。

子ども達はハッピ姿に身をつつみ、 キャラクタ などをか

たどった手づくりのみこしを担ぎ、 ワッショイ、ワッショイ

とかけ声をかけながら、元気に道路を練り歩きました。

が
ん
ば
っ
た
人
た
ち
(
記
事
は
5
ペ
ー
ジ
〉

泉中学校バレーボール部の皆さん須釜中学校剣道部の皆さん

の以以り ( まりは取 (定受けを 10 
で下下の語を 、引 2め 玉 5ぉ、のの屈出を す。事前を O ら 村川

注意罰金懲役又 4長届出を の よし OO れたてお は

書主国 知巴5 しに す) 届出 λj ポμ ーり、視監域区て はるを
だく号 1 としせがとぞー」定県
ら 0 、たず必要 す ) 面の
され o6 りに るの積規定 の
いすま万ケ 約契にと土以 指定 で
円月偽 なき地上で す

柔道55kg級の佐久間君

ぉ

全芯
さに
残せ T

大義
Tーが
宣る
c さ
ま とす」
。は

14 

卓球ダブルスの小林君(左)と溝井君

|東京玉川会では、常時会員を募集しています。詳しくは、役場企画財政課岱lQHDj.......lw..o&:1まで I




